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　　Patients　with　diphyllobothriasis　were　treated　with　50皿g／kg　of　paromomycin　sulfate，30mg／kg

of　bithio皿01，0r　15g　of　kamala，　As　reported　by　other　illvestigators，　paromomycin　sulfate　was

found　to　be吼uite　effective　for　treat塒ent　of　the　disease．　However，　all　of　the　tapeworms　were

expelled　without　a　scolex　after　administration　of　this　drug，　while　the　scolex　was　lost　only　fro瓢

one　of　tell　worms　expelled　by　treatment　with　bithiono1．　This　result　suggests　a　destructive　effect

of　paromomycin　sulfate　o皿the　scolex　or　neck　of　the　tapeworm．　Shinshu　Med，．ハ，80：461－466，

ヱ982
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メーバ症の治療の際偶然にTaenia属条虫の体節の排
　　　　　　　　1はじめに　　　　出が認められたことから・）5），樋条虫の駆虫に恥

　広節裂頭条虫症は，サケ，マスなどの生食に際し魚　　られるようになり，広節裂頭条虫症に対してもその有

肉中のプレロセルコイドを摂取することによって感染　　効性が相次いで報告されるにいたった1）6）－13）。われわ

する寄生虫疾患である。近年，全国的に症例増加の傾　　れも・1977年以後5年間セこ20例の本症例を経験し，

向にあり，長野県下においても1972年より感染者の異　　paromomycin　sulfateの駆虫効果についてbithio・・

常な増加のあったことが，大島1）によりすでに報告さ　　nolのそれと比較検討したので，その成績について報

れている。条虫の駆虫には，古くから知られている生　　告する。

薬のほか，bithiol1Ql2），　nicolsamide3）などが用い

られてきたが，ア，ノ醜体抗生倣のpar。m。．　　　ll対撚よ砺法

mycin　sulfate（aminosidine）についても，赤痢ア　　　A　駆虫対象
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の有無，頭節の有無の確認を行った。なお，頭節の確

認できなかった場合でも，1ヵ月後ホルマリソ・エー

テル法により再検便を行い，虫卵陰性の場合に駆虫に

♂ NAKANO　　　　　　成功したものとみなした。また，駆虫当日にあらかじ
NAGANO　　　　　　　　　　　め検便により虫卵を確認した上で薬剤を投与するのを

ox
OMAGHI　　　　　　　　　　　　　　　原則としたが，虫卵を確認できずに薬剤を投与しかつ

く

　　～

TATSUNO

①ヤ　　　　　虫体排泄をみなか・醐合，融効果は棚とした・

一⑥▽　　　　。。，。m。m，。、。、ulf。，。，。よ。て駆虫を繊。た
・＼　　　　　　　　　　　　　　　　　皿成　　績

一゜4p一　織鯖灘農暴響鷺1鰹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべて広節裂頭条虫であることが確認された。
　　　　　　　　lIDA
　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　一方，畢thio皿01投与群の駆虫成績はTable　2に
　　　　　　　　　　　　ObSHIM・（1976）　　乱たように，第、伽よび第3例か嚇6例までの

　　　　　　　　　　　▽PRESENT　S丁UDY　　　　5例については前検便により虫卵が確認されていない

．　　　．　　　．’　　　．　　　．　　　　　　　ので，駆虫効果不明と判定されたが，そのほかの症例
，F’g’　1’ j潔、識器膿、、1艶1‘・・・・…CV・，虫体の回収されなか・た第・・例も含め・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヵ月後の検査成績により駆虫効果ありと判定された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回収虫体の総数は10隻で，1隻を除きすべて頭節が確

　1977年3月から1982年3月までの間に経験した20例　　認された。

を駆虫の対象とした。』すなわち，年令8才から68才ま　　　また，kamala投与の1例（66才，男性）は800cm，

での男性14名，女性6名で，大部分が長野県下に在住　　700cm，300cm，100cmの各1虫と600cmの2虫の

する人々’である。その分布を，大島1）の報告と比較し　　計6虫を排出したが，いずれも頭節を有するものであ

っっ，Fig．1に示した。これらの症例はすべて駆虫　　った。

前に体節の自然排出に気づき，近医より紹介されて信　　　なお，駆虫前にこれらの症例に認められた腹痛，下

州大学を訪れたものである。　　　　　　　　　　　　　痢，食思不振または飢餓感などの症状は，駆虫後すべ

　B　薬剤の投与方法　　　　　　　　　　　　　　　て消失した。さらに，治療前の検査所見で宋梢血の好

　上記20例中，7例に対してはparomomycin　su1・　　酸球増加を認めたものは2例（Table　1第1例および

fate　50m9／k9を，12例に対してはbithiono130mg　　Table　2第10例）であるが，治療後1ヵ月目には正常

／k9を，いずれも2回に分け30分間隔で服用させた。　　の白血球分画を示すようになった。

残りの1例に対しては例外的にkamala　159を3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1V考　　　察
に分け30分間隔で服用させた。そして，全例に服用

1．5時間後にmagnesium　sulfate　20～30gを約200　　　Paromomycin　sulfate（aminosidine）はイタリ

mlの水に溶解して投与した。下剤投与後の軽い便意　　アの土壌から分離された糸状菌StrePtomyces　chre一

はできるだけ我慢させ，一定時間の後大量の下痢を一　　stomiceticus　aurantioideusから抽出されたアミノ配

挙に来すよう指示レた。，　　　　　　　　　　　　　糖体抗生物質で，これより先S．rimOSUS　Paromo・

　C　駆虫効果の判定　　　　　　　　　　　　　　　　mycinusより抽出されたparomomycinと同一物質

　下剤投与後の全便を採取し，濾便を行って虫体排泄　　とみなされており，細菌に対してはリボゾームに結合

4　▽°　　　　まとめて乱た・こ妨の症例のうち，第3例および
lN　　　　　FUJIMI　　　　　　　第7例は駆虫直前の検便によって虫卵を確認できなか

　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったものであり，これらを除くと，5例全例について

お▽，　等　、鷺搬驚灘脇灘警雛
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Table　l　Treatment　ofヱ）iphyllobothrium　latum　infection　with　paromomycin　sulfate

贈漁一慧）蹄綴1ね）鮮1含舗艶融灘器盤寧辮
1　J．N。　　8（m）None（13％）　　　1978．11，　　　　　　　　Destroyed　P　　　　　Negative
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．8，12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．1．6，1．23　（70cnユ）

2N・°・35（m）会君8譜、1　P、、。監蓋盟謡。13°cm）郡、，蓋1識吾1，x）Negat’ve

3　A．C．　39（m）A戸dominal　pain　1980．5。18（200cm）　　O　　　　　　　　　　Negative
　　　　　　　　　Dユarrhoea

4　K．A．　39（m）A》dominal　pain　1980。5　　　　　　　　2．954，780　　　　　Negative
　　　　　　　　　Dlarrhoea　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wlthout　scolex）

5　Y．S．　27（m）Diarrhoea　　　　1980．9．15，22（100cm）1．720　　　　　　　Negative
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wlthout　scolex）

6　Y，N。　33（f）　Abdominal　pain　1981、7（100cm）　　　　1．820　　　　　　　Negative
　　　　　　　　　Hunger　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wlthout　SCOlex）

7　M．A．30（f）　Abdominal　paiH　1981，3．22（＞100cm）　O　　　　　　　　　　Negative

しi蛋白質合成を阻害することによって抗菌作用を発揮　　　よいであろう。ただし，アミノ配糖体系薬剤の副作用

することが知られているが14），条虫に対する作用機序　　として人体における脳神経（田脳神経）障害，神経・

は未だ明らかでない。今回，本剤による駆虫の結果得ら　　筋接合部の遮断などが認められていることから，本剤

れた6隻の虫体すべてに頭節を欠いたことは，本剤が　　が虫体頭部の神経中柑に作用し，一種の麻痺状態をお

虫体とくに頭節ないし頸部に対して置接的な破壊作用　　こさせることにより駆虫効果を発揮する可能性も指摘

を有することを示唆している。吉田ら12）は広節裂頭条　　　されている7）18）。

虫症および無鉤条虫症に本剤を試み，前者では総排出　　　一方，bithion。1投与により回収された10隻の虫体

虫体数18隻のうち7隻に頭節を認めたが，後者では大　　のうち，頭節を欠くものは1隻のみであった。この成

部分の虫体の体節は分離し頭節は全例確認できなかっ　　績は，これまでの多くの報告1）2）10）19）のそれと一致す

たと報告している。そのほか，広節裂頭条虫のみなら　　るものであり，bithiono1は完全な虫体を得るために

ず1）10），大複殖門条虫についても15）頭節の消失が認め　　は現在最もすぐれた駆虫剤であるといえる。頭節を確

られるとする報告が多いが，例外的に本剤投与により　　認してその場で完全な駆虫効果を判定できることは，

完全形でかつ生きた状態で排出されることもあり，本　　大きな利点であり，とくに最近裂頭条虫の同定基準が

剤の虫体に対する直接作用に否定的な報告もある8）。　　問題となり2d），新種記載の可能性も出ている21）現状

この点に関し，Garinら16）は本剤により虫体の角皮　　では，一層本剤の存在は貴重なものとなっていると考

下基底膜が破壊されることを認め，WittnerとTa一　　えられる。

nowitz6）も半ば消化された（“semidigested”）体節が　　　しかし，　bithiono1の場合，一過性ではあるが，悪

本剤投与後排出されると述べている。さらに，最近，　　心，嘔吐，下痢，薬疹などの副作用の発現をみること

人体より本剤によって駆虫された広節裂頭条虫およ　　があり，虫体回収の問題と併せ，医師の監視下で服用

び無鉤条虫について17），さらにはin　vitroで1％　　　させることが望ましい。これに対し，　paromomycin

paromomycin　sulfate加培養液中で培養した小形条　　sulfateの場合には，今回の7例についてもまったく

虫について18），それぞれ組織学的に体表部microtri一　　副作用を認めなかったことから，虫体排出の確認を問

chesの消失，外皮，基底膜の破壊，あるいは走査電　　題にしなければ，医師の監視下でなくとも服用させて

顕上頭部および頸部虫体組織の萎縮など，形態学的な　　　よいであろう。

変性像が認められており，本剤が虫体におよぼす直接　　　なお，駆虫前検便により虫卵を確認できなかった

的な破壊作用を有することはほぼ確実であると考えて　　paromomycin　sUlfate投与群の2例およびbithi・
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Table　2　Treatment　of　DiPhyllobothr’i”m　latum　infection　with　bithionol

N・・N・m・餓　　Prese…11ness　　爵「m叢黙器
1　T．S．　　　　51（m）　77，3。26　fever　di鼻rr与oea　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　3．　30pro910ttlds　ln　feces
　　　　　　　　　　　　　　　4，　19　treated

2　T．K．　　　　34（f）　77。4．16　proglottids　in　feces　　　　　　　　3　110t　measureq

　　　　　　　　　　　　　　　4・　19　t「eated　　　　儲是曼c8鑑萎）

3　H．Y．　　　　40（m）　77．3．24－25　proglottids　in　feces　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　4．　19　treated

4　K．U。　　　　28（f）　　77．4．25　proglottids　in　feces　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　4．　19　treated

5　F．1（．　　　　68（m）　77．3（1ate）epigastrユc　pain，　diarrhoea　　　　O　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　4．16proglottids　in　feces（480cm）
　　　　　　　　　　　　　　　5，　9　treated

6　T，K，　　　　　9（m）　Since　76．12　abdominal　bain，　diarrhoea　　　O

　　　　　　　　　　　　　77．4．15proglottids　ill　feces（20cm）
　　　　　　　　　　　　　　　5．・17　treated　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

7　M．N．　　　29（f）　77：4early　epigastric　pain，　proglottids　　．1　　　　　　275
　　　　　　　　　　　　　　1n　feces　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wlth　scolex）
　　　　　　　　　　　　　　　5．　17treated

8　M．N．　　　　31（m）　78．2．4proglottids　in　feces　　　　　　　　　　3　　　　　　440

　　　　　　　　　　　　　　　瓜18t「eated　　　　儲継゜畿1。x）118

9　K，1．　　　　　36（m）　77．6proglottids　l且fece旦　　　　　　　　　　．1　　　　　　　250
　　　　　　　　　　　　　78．5．10proglottlds　agaln　in　feces　　　（wlth　scolex）
　　　　　　　　　　　　　　　5。　16treated

10　M．S．　　　33（m）　78．4diarThoea　for　a　week，　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　proglottids　on　fifth　day
　　　　　　　　　　　　　　　5．　2eosinophilia（14％）
　　　　　　　　　　　　　　　5．　16treated
ll　A．N．
　　　　　　　　　29（f）　　79．　1diarrhoea，　epigastric　pain　for　4　　　　　　1　　　　　　　　　210

　　　　　　　　　　　　　　days，　proglottids　on　the　last　day　　　　（with　scolex）
　　　　　　　　　　　　　　　3。　1層treated

12「y・M・．38（m）7gi孟5P「°91°gt’ds’n　feces（m°「e　than（w、，蓋sc。1，。）84°1

　　　　　　　　　　　　　　　7。7stool　exam：egg（十）
　　　　　　　　　　　　　　　7．　11　treated

onol投与群の5例については，それぞれ駆虫効果不　　虫を行い成熟体節を有しない虫体を回収した例も報告

明と判定されたが，後検便でいずれの例も虫卵陰性で　　されているが1），今回われわれの症例ではすべてその

あるか体節の排出を認めなくなっており，それらのほ　　　ような虫体排出は認められなかった。

とんどは駆虫前に自然排虫をみた可能性がある。ただ　　　長野県下の広節裂頭条虫症の発生状況をみると，

レ，大島1）によれば，体節に成熟卵が出現するのは体　　1972年より増加傾向を示し，1976年3月までの約4年

長180cm以上とされているので，　Table　1の第3例　　間に信州大学には34例の紹介があったことが報告され

や第7例，あるいはTable　2の第5例のように駆虫　　ているが1），今回の報告はその後1977年3月から5年

前にすでに相当の長さの虫体を自然排出している揚合　　間にわたるもので，患者の分布はFig．1のごとく中

には，虫体の新たな発育を待ち，虫卵の出現を確認し　　儒地区，中央東線沿線に多く認められることは地理的

た上で，駆虫を行うべきであろう。虫卵陰性のまま駆　　な要因によるものと考えられる。大島1）の報告と異な
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り，北信地区からの症例は今回経験されなかったが，　　れた虫体はすべて頭節を欠いていたのに対し・bithi・

このことは潜在的にはまだ県下に多数の症例があるこ　　onol投与群の排出虫体10隻中頭節を欠くものは1隻

とをうかがわせる。事実，駆虫後に相談を持ちこまれ　　のみであり，前者が虫体に対して直接的な破壊作用を

た2例については，本報から除外した。そのほか，体　　有することが示唆された。

節の自然排出は3月から7月までに多いこと，駆虫前　　　以上の結果から，paromomycill　sulfate　lよ広節裂

の臼覚症状としては腹痛，下痢が多いことなど・大　　頭条虫症の治療剤として十分な価値を有するものと考

島1）の報告と一致した。　　　　　　　　　　　　　　えられた。

　　　　　　　　v要　約　　　　稿を終わるtr。あたり，本研究に御協力下さ。た綱

　1977年3月より1982年3月までの間に経験した20例　　大学医学部赤羽啓栄博士，長野短期大学嶋津武博士，

の広節裂頭条虫症患者のうち，7例に対してはparo一　　豊科町神谷医院神谷健博±，飯田市佐々木医院佐々木

momycin　sulfate　50mg／k9を，12例に対しては　　喜郎博士，および市立甲府病院，諏訪赤十字病院，丸

bithionol　30m9／k9を，1例にはkamala　159を　　の内病院の関係各位に深く感謝致します。また，多く

投与した。その結果，前検便により虫卵の確認された　　の資料を提供して下さった協和醸酵工業株式会社に感

症例については，いずれの薬剤によっても全例駆虫効　　謝申し上げます。〔本論文の要旨は，1980年9月の第

果ありと判定された。　　　　　　　　　　　　　　　2回条虫症研究会（東京）および1982年4月の第3回

　また，paromomycin　sulfateの投与により排出さ　　条虫症研究会（東京）において発表した。〕
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